










1.はじめに 

細菌感染症に対する有効な抗生物質の開発や児童・生徒の栄養状態の増進などによって,

わが国の小児期発症の急性糸球体腎炎の頻度が著しく減少したが,昭和 48 年度から児童・

生徒の健康診断に公費による尿検査が加えられ,多数の無症候性血尿,蛋白尿の症例が小児

科外来および入院患者として病院を訪れるようになった。透析方法の進歩などにより小児

の慢性腎不全患者も各病院で増加しつつあり,小児期発症腎疾患々者の実態は,医療の進歩

と共にかなりの変貌を遂げつつある。 

本年度から厚生省心身障害研究,「小児慢性腎疾患の予防管理,治療に関する研究」が発足

するにあたり,変貌を遂げつつある小児腎疾患の実態を明かにしておくことが重要である。

すなわち,本研究の成果を評価するためには現在の患児の実態を明かにしておくことが必

要であり,また,調査成績から,特に重要と思われる疾患について重点的に研究を進めるこ

とも必要となろう。 

そこで,本研究班の班員および協力者の小児科および腎臓内科の施設に過去 2 年間に来院

し,また入院した小児腎疾患々児の実態を調査したので報告する。 


